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図書館リニューアル
　７月１０日に市民交流センター開館にあわ
せて市民図書館もリニューアルしました。
　こども図書コーナーには、約３万点の絵本
をはじめ、子育てを応援する本を集めた「す
くすく子育ての棚」などがあります。
　学習や仕事のできるスタディルーム、カウ
ンター席やソファ席など、さまざまな席があ
り、子どもから大人まで思い思いの時間を過
ごすことができます。



境港市震災に強いまちづくり促進事業
～住宅や建築物の耐震化にかかる費用を補助します～そそのの11

そそのの33

市では、平成12年以前に建てられた木造の一戸建て
の住宅や昭和56年以前に建てられた木造以外の一戸建
て住宅、建築物に対して、耐震化に係る費用の全額も
しくは費用の一部を補助しています。

お住まいのどこが安全でどこが危険なのかを知って
おくことも地震対策として有効ですので、まずは耐震
診断を実施することをお勧めしています。耐震診断を
受けても改修は強制ではありません。また、リフォー
ムに合わせて耐震改修をすることもできますので、ぜ
ひお問い合わせください。

住宅の診断は無無料料！
改修は強制ではないので

まずは診断してね

※1 対象費用は 1,000㎡まで：3,670円/㎡ 1,001～2,000㎡まで：1,570円/㎡ 2,001㎡～：1,050円/㎡
の合計額または、実際の費用の低い方

※2 対象費用は マンション：50,200円/㎡ 建築物：51,200円/㎡の合計額または、 実際の費用の低い方
なお、補助対象となる条件が複数ありますので、詳しくはお問い合わせ下さい。

境港市が補助する額

補助メニュー 市が補助する額

調査 最大25万円
（全額補助）

除去 最大1,334万円
対象費用×2/3

期限は調査・除去ともに
令和７年度までです！

耐震診断 市市がが全全額額負負担担
対象費用※1×2/3

（上限なし）１step

耐震改修設計 最大 12 万円
設計費の1/2

対象費用※1×2/3
（上限なし）２step

耐震改修 最大100万円
工事費の4/5

対象費用※2×23％
（上限なし）３step

除却(解体) 最大83.8万円
工事費の23％

対象費用※2×23％
（上限なし）※

平成12年以前に建てられた
一戸建ての木造住宅

※木造以外についてはお問い合わせください

昭和56年以前に建てられた
住宅以外の建築物

アスベスト撤去支援事業
～アスベストの調査・除去にかかる費用を補助します～

・アスベスト含有吹き付け材の調査は全
額、除去にも補助が出ます。
・吹き付け材があればご相談ください。
※補助を受ける場合、調査・除去計画
は建築物石綿含有建材調査者の関与が
必要です。

そそのの22 境港市福祉のまちづくり推進事業
～店舗などのバリアフリー改修にかかる費用を補助します～

市では、誰もが住みやすいまちづくりを目指して、多くの人が利用する建築物の
バリアフリー改修等に係る費用の一部を補助しています。

最大で限度額の３分の２が補助されるとても有利な内容となっていますので、ぜ
ひご検討ください。

補助メニューの例

・便器の洋式化
・ベビーチェアの設置
・手すりの設置
・出入口を自動扉に改修
・スロープの設置 …など

補助対象となる建築物の例

・飲食店
・物品販売店
・ホテルまたは旅館
・理髪店またび美容院…など

※一般の住宅は対象になりません

※補助メニューおよび対象建築物については上記以外にもありますので、詳し
くはお問い合わせください。

※集中募集期間終了後は、申請状況を見ながら随時受付けします。
※このお知らせは、補助の内容の全てを掲載しているわけではありません。

※各事業とも、予算の範囲内で募集を受け付けます。
※申請前に工事・契約をしてしまうと、補助が受けられ
ませんのでご注意ください。
※各事業について、詳しくは市ホームページまたは、建
築営繕課までお問い合わせください。

申請・問い合わせ先

建設部建築営繕課建築指導係
電話 47-1062

補助についての

集中募集期間 ８月８日（月）～ ８月３１日（水）
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築営繕課までお問い合わせください。

申請・問い合わせ先

建設部建築営繕課建築指導係
電話 47-1062

補助についての

集中募集期間 ８月８日（月）～ ８月３１日（水）

3　令和４年８月



境港市土地開発公社の決算公表
　

１．事業概況　

　境港市土地開発公社の令和３年度の事業概況をお知らせします。
　用地の処分について、夕日ヶ丘地区で、定期借地権契約を２７件（公社用地２５件、保留地２件）締結しました。
平成２１年度から導入した定期借地権制度の累計契約件数は２６５件となりました。
　また、新たに導入した住宅地貸付制度は、２件（公社用地１件、保留地１件）の契約を締結しました。
　財政面では、用地の処分や事業用借地料の土地造成事業収益などで、境港市からの借入金を２億４千万円減額
しました。

２．決　算
　令和３年度決算に関する財務諸表は、以下のとおりです。

【貸借対照表】
　土地開発公社は年度末で約２８．２億円（夕日ヶ丘用地は約２１．８億円、
全体の約７７％）の販売できる土地を保有し、市からの借入金で賄っています。

【損益計算書】
　公社保有地の売却益、賃貸収入などから事務局経費を差し引いた事業利益
に事業外収益を加えた純利益は約２，１１２万円となりました。純利益は、繰
越準備金（前年度までの利益の積立金）に積み立てる処理をしています。

借　　　方 貸　　　方
【資産の部】
1. 流動資産
①現金および預金  31,774,689
②未収金　         39,635,053 
③公有用地           30,366,287
④代行用地           27,005,809 
⑤完成土地        2,826,245,471 
　流動資産合計 2,955,027,309
		
2. 固定資産
①有形固定資産       124,251
　ア建　物             99,148
　イ車両運搬具　　　 25,100
　ウ器具備品                    3
②投資その他の資産
                         771,555,252
　ア賃貸事業の用に供する土地
                         771,555,252
　固定資産合計    771,679,503

【負債の部】
1. 流動負債		
①短期借入金                0
②未払金                          0
③前受金                   23,200 
　流動負債合計          23,200
2. 固定負債
①長期借入金     3,150,000,000
②預り保証金        66,740,000
③長期未払金                0
　固定負債合計 3,216,740,000
負債合計          3,216,763,200

【資本の部】		
1. 資本金
①基本財産             3,000,000
　資本金合計          3,000,000
2. 準備金
①前期繰越準備金 485,817,031
②当期純利益        21,126,581
　準備金合計       506,943,612
資本合計             509,943,612

資産合計          3,726,706,812 負債資本合計    3,726,706,812

（単位：円）
貸　借　対　照　表

（令和 4 年 3 月 31 日現在）

1. 事業収益
①公有地取得事業収益
②土地造成事業収益
③附帯等事業収益

2. 事業原価
①公有地取得事業原価
②土地造成事業原価
③附帯等事業原価

　　　　　　　　事業粗利益

3. 販売費および一般管理費
①販売費および一般管理費

　　　　　　　　事業利益

4. 事業外収益
①受取利息

5. 事業外費用
①支払利息

　　　　　　　　経常利益

　　　　　　　　当期純利益

0
284,712,445
  5,234,815

0
267,752,486
            0

  1,068,823

          630

             0

 289,947,260

 267,752,486

22,194,774

   1,068,823

21,125,951

          630

             0

21,126,581

 21,126,581

損　益　計　算　書
（令和 3 年 4 月 1 日～令和 4 年 3 月 31 日）

（単位：円）

用語の説明
【公有用地】公有地取得事業に係る土地で、土地開発公社が市

　　　　　に代わり先行取得した土地

【代行用地】公有地取得事業に係る土地で、土地開発公社が市

　　　　　に所有権を取得させた土地

【完成土地】土地造成事業に係る土地で、販売可能な状態にあ

　　　　　る土地

【問い合わせ先】土地開発公社　☎ 47 － 1212

用語の説明
【公有地取得事業収益】公有用地、代行用地の売却で得た収入

【土地造成事業収益】土地造成事業用地の売却、事業借地で得

　　　　　　　　　た収入

【附帯等事業収益】土地の一時貸し付けで得た収入

【事業原価】売却した土地に対応する取得費等の原価

【販売費および一般管理費】公社の事務局に要した経費

【当期純利益】当該年度における最終的な利益
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　大人以上に「人権」を侵害されやすい子どもは、社会的に保護され、守らなければならない存在です。
近年、いじめによる自殺や大人からの虐待、子どもの貧困の問題など、わが国における「子どもの人権」
は、大きな社会問題となっています。
　１９８９年に国連で採択された「児童の権利に関する条約（子どもの権利条約）」が定めている「子
どもの権利」は、大きく次の４つに分けることができます。
①　生きる権利（すべての子どもの生命が守られること）
②　育つ権利（健やかな成長に必要な支援を受けられること）
③　守られる権利（暴力や虐待、経済的・性的搾取、強制労働などから守られること）
④　参加する権利（自由に意見を表明したり、グループを結成し、自由に活動したりできること）
　年齢が低いというだけで、大人と同様な「人権」が奪われていませんか。2019 年には、「しつけ」
と称した体罰を禁止する「児童福祉法」などの改正も行われました。また、子どもが家事や家族の世話
をする「ヤングケアラー」について、どんな課題があるのか、私たち一人一人が考えてみることが大切
です。
　私たちは、子どもの健全な成長のために、施策や制度を整えるとともに、私たち自身が地域や家庭、
学校で「人権」について語り合い、「子どもの権利」について、理解をさらに深めていきましょう。

「子どもの人権」守られていますか
～子どもの健全な成長のために～

誰もが自分らしく
いきいきと暮らせるまちを目指して

【問い合わせ先】
　地域振興課　人権政策室
　☎４７－１１０２

みんなで拓く
人権文化 228

　「アンコンシャス・バイアス」とは、自分自身が気づいていな
い「ものの見方やとらえ方のゆがみ、偏り」のことをいい、自分
自身では意識しづらく、ゆがみや偏りがあるとは認識していない
ため、「無意識の偏見」とも呼ばれます。
　日本では、「男は仕事、女は家事」という「性別役割分担意識」
が、男性の家事や育児、介護への参入を妨げ、女性の政治活動や
経済活動などにおける意思決定過程（管理職、役員職）への参画
を妨げていました。
　自分の経験の中で、「こういうものだ。」「普通はこうだ。」といっ
た決めつけや押しつけをしていなかったか常に意識し、自分の中
にある「アンコンシャス・バイアス（無意識の思い込み）」に気
づくことが大切です。
　例えば、
　　「女性には、高い学歴やキャリアは必要ない。」
　　「共働きにおいて、男性は家庭よりも仕事を
　　優先すべきと思う。」
という言葉をかけられたりしたことはないでしょうか？
　みんなで、多様性のあるジェンダー（性別）意識を高め、「男
女共同参画社会」を推進していきましょう。

『アンコンシャス・バイアス』って ?!?
～無意識の思い込みと日常の「ジェンダー（性別）意識」～

全国一斉
「子どもの人権１１０番」

強化週間

　全国の法務局に子ども専用相談
電話を設け、人権擁護委員および
法務局職員が相談を受けています。
　強化週間では、受付時間の延長
や土・日の受付も行います。

▼実施期間
　８月２６日（金）～ ９月１日（木）

▼受付時間
◇平　日
　午前８時３０分 ～ 午後７時
◇土・日
　午前１０時 ～ 午後５時

▼専用相談電話番号
（全国共通フリーダイヤル）
☎０１２０―００７―１１０

▼問い合わせ先
　鳥取地方法務局人権擁護課

（☎０８５７―２２―２２８９）

5　令和４年８月
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お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
億
７
１
８

万
５
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を

１
８
４
億
２
３
８
１
万
６
千
円
と
し

ま
し
た
。

《
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
お
よ
び
燃
油
価
格
高
騰
等
対
策
に

関
す
る
事
業
》

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

臨
時
特
別
給
付
金
を
こ
れ
ま
で
受
給

さ
れ
て
い
な
い
世
帯
で
、
令
和
４

年
度
に
非
課
税
世
帯
と
な
っ
た
世

帯
等
に
対
し
て
、
１
世
帯
あ
た
り

10
万
円
を
給
付
す
る
た
め
の
経
費

６
１
９
４
万
円
余
、
原
油
価
格
や
電

気
・
ガ
ス
料
金
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
、

特
に
深
刻
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
生

活
保
護
受
給
世
帯
等
の
経
済
的
な
負

担
を
緩
和
す
る
た
め
、
光
熱
費
と
し

て
１
世
帯
あ
た
り
７
千
円
を
給
付
す

る
た
め
の
経
費
４
６
７
万
円
余
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
加
え
、

燃
油
や
原
材
料
、
商
品
価
格
の
高
騰

な
ど
に
よ
り
、
大
き
な
影
響
を
受
け

て
い
る
市
民
生
活
や
地
域
経
済
の
下

支
え
と
し
て
、
家
計
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
市
内
の
消
費
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
全
市
民
に
、
買
い
物
や

食
事
の
際
に
使
用
で
き
る
応
援
券
を

１
人
に
つ
き
５
千
円
配
布
す
る
た
め

の
経
費
１
億
７
７
６
９
万
円
余
な
ど

を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
し
ま
し
た
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

《
そ
の
他
の
主
な
事
業
》

【
総
務
費
】

　

夕
日
ヶ
丘
地
区
の
定
期
借
地
契
約

に
伴
う
、
境
港
市
土
地
開
発
公
社
か

ら
の
土
地
購
入
費
３
９
６
３
万
円
余
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
に
つ

い
て
、
市
民
へ
の
周
知
と
理
解
の
促

進
を
図
る
た
め
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や

チ
ラ
シ
等
の
作
成
経
費
43
万
円
余 

な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
商
工
費
】

　

水
木
し
げ
る
記
念
館
の
再
整
備
に

係
る
設
計
委
託
料
な
ど
９
２
４
１
万

円
余
を
増
額
。

【
土
木
費
】

　

境
台
場
公
園
に
あ
る
灯
台
の
雨
漏

り
対
策
に
係
る
改
修
工
事
費
１
５
１

３
万
円
余
を
増
額
。

【
消
防
費
】

　

国
の
モ
デ
ル
事
業
を
活
用
し
て
、

消
防
団
の
魅
力
を
発
信
し
、
新
規
団

員
の
獲
得
に
つ
な
げ
る
た
め
、
若
年

層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
Ｐ
Ｒ
動
画

の
作
成
経
費
２
０
０
万
円
を
増
額
し

ま
し
た
。

《
歳
入
の
主
な
内
容
》

　

歳
出
に
伴
う
国
庫
支
出
金
を
計
上

す
る
ほ
か
、
財
源
と
し
て
繰
越
金
お

よ
び
市
債
を
増
額
。

《
債
務
負
担
行
為
》

　

事
業
の
履
行
が
次
年
度
以
降
に
も

続
く
も
の
と
し
て
、
令
和
４
年
度
燃

油
及
び
原
材
料
価
格
高
騰
・
円
安
対

策
特
別
金
融
支
援
事
業
利
子
補
助
金

お
よ
び
水
木
し
げ
る
記
念
館
再
整
備

費
を
追
加
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
の
議
会
の
議
員
及
び
長
の

選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自
動
車

の
使
用
等
に
つ
い
て
の
市
費
負
担
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

公
職
選
挙
法
施
行
令
の
改
正
に
伴

い
、
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
借
入
れ

契
約
等
に
つ
い
て
の
市
費
負
担
限
度

額
を
改
正
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

償
条
例
の
一
部
改
正

　

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
責

任
共
済
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改

正
に
よ
り
、
年
金
担
保
貸
付
制
度
が

廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
消
防
団

員
等
に
係
る
傷
病
補
償
年
金
等
の
受

給
権
を
担
保
に
供
す
る
こ
と
が
で
き

る
規
定
を
削
除
し
ま
し
た
。

  ６月定例 　   市議会報告
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  ６月定例 　   市議会報告
■
重
要
な
公
の
施
設
の
指
定
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
新
築
に
伴
い
、

市
民
図
書
館
お
よ
び
交
流
セ
ン
タ
ー

を
追
加
し
ま
し
た
。

■
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の

導
入
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関

す
る
条
例
の
制
定

　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
に

よ
り
宣
誓
を
し
た
パ
ー
ト
ナ
ー
を
、

配
偶
者
ま
た
は
親
族
と
同
様
に
取
り

扱
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
関
係
条
例

の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

■
境
港
市
地
方
活
力
向
上
地
域
等
に

お
け
る
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
及

び
不
均
一
課
税
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　

地
域
再
生
法
等
の
改
正
に
よ
り
、

税
制
上
の
特
例
措
置
の
期
間
が
令
和

６
年
３
月
ま
で
延
長
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
施
設
整
備
計
画
の
認
定
期
限

を
延
長
す
る
な
ど
所
要
の
改
正
を
行

い
ま
し
た
。

■
水
木
し
げ
る
記
念
館
条
例
の
一
部

改
正

　

指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
に
関
す

る
規
定
を
整
備
し
ま
し
た
。

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

に
川
田
一
郎
さ
ん
を
選
任

■
固
定
資
産
評
価
員
に
片
岡
直
人
さ

ん
を
選
任

委

員

会

提

出

議

案

■
少
人
数
学
級
・
教
職
員
定
数
の
改

善
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て■
議
案
第
43
号　

令
和
４
年
度
境
港

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

に
対
す
る
附
帯
決
議

陳

情

の

審

議

結

果

■
採
択
・
意
見
書
提
出

◇
ゆ
た
か
な
学
び
の
実
現
・
教
職
員

　

定
数
改
善
を
は
か
る
た
め
の
、
２

　

０
２
３
年
度
政
府
予
算
に
係
る
意

　

見
書
採
択
の
陳
情

■
採　

択

◇
陳
情
書
等
の
電
子
的
提
出
に
つ
い

　

て
の
陳
情

■
閉
会
中
の
継
続
審
査

◇
国
の
「
水
田
活
用
直
接
支
払
交
付

　

金
」
の
見
直
し
の
白
紙
撤
回
を
求

　

め
る
陳
情

■
不
採
択

◇
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
一
般
廃

　

棄
物
処
理
施
設
整
備
基
本
構
想
の

　

見
直
し
を
求
め
る
陳
情

５
月
臨
時
市
議
会

《
可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
》

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
が
長
期
化
す
る
中
で
、
原
油
価

格
や
物
価
の
高
騰
に
直
面
す
る
生
活

困
窮
者
等
へ
の
支
援
と
し
て
、
国
が

取
り
ま
と
め
た
緊
急
支
援
策
に
盛
り

込
ま
れ
た
、
低
所
得
の
子
育
て
世

帯
に
、
子
ど
も
１
人
に
つ
き
５
万

円
の
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

給
付
金
を
給
付
す
る
た
め
の
経
費

５
１
０
９
万
円
余
を
増
額
す
る
ほ

か
、
60
歳
以
上
の
者
等
へ
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
４
回
目

接
種
の
実
施
が
決
定
し
た
こ
と
に
伴

い
、
６
月
以
降
の
集
団
接
種
会
場
の

設
置
・
運
営
委
託
料
な
ど
、
接
種
に

必
要
な
体
制
を
整
え
る
た
め
の
経
費

１
億
２
５
３
３
万
円
余
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
実
施
す
る
医
療
機
関
へ
の
委

託
経
費
１
億
２
０
２
０
万
円
余
を
そ

れ
ぞ
れ
増
額
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
歳
出
に
伴
う

国
庫
支
出
金
を
計
上
す
る
ほ
か
、
財

源
と
し
て
繰
越
金
を
増
額
。

　

以
上
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
２
億
９
６
６
３
万
１
千
円
を
増
額

し
、
予
算
総
額
を
１
８
０
億
１
６
６

３
万
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
駐
車
場
費
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
出
に
見
合
っ
た
使
用
料
の
確
保

が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
前
年

度
の
歳
入
不
足
に
対
し
て
、
前
年
度

繰
上
充
用
金
４
９
９
９
万
１
千
円
を

新
た
に
計
上
し
、
予
算
総
額
を
５
９

８
６
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

　

期
末
手
当
の
支
給
月
数
に
つ
い
て

一
般
職
は
、
年
間
０
・
15
月
分
、
再

任
用
職
員
お
よ
び
特
別
職
等
は
、
年

間
０
・
１
月
分 

引
き
下
げ
る
な
ど
、

人
事
院
勧
告
に
準
じ
た
改
正
を
行
い

ま
し
た
。

7　令和４年８月



【申し込み・問い合わせ先】　長寿社会課　地域包括支援センター　☎４７－１１３１

 地域包括支援センターからのお知らせ

【申し込み・問い合わせ先】長寿社会課 境港市地域包括支援センター 47-1131 

おおれれんんじじカカフフェェささかかいいみみななとと  

◆◆◆◆認認知知症症のの人人をを介介護護すするる家家族族ののつつどどいい◆◆◆◆  

認知症に関する事や介護の悩みを話す場所です。 ▶▶とと  きき 8 月 8 日（月）午前 10 時～正午 

◆◆◆◆おおれれんんじじカカフフェェささかかいいみみななとと◆◆◆◆  
どなたでも参加でき、健康づくりや介護予防などの相談や情報交換ができる場所です。 

今回は、感染症や熱中症対策について再確認を行います。正しく対策を行い、健康維持に努めてい

きましょう。ご参加ください。 

 ▶▶とと  きき 8 月 22 日（月）午前 10 時～11 時 30 分 

 
※※全全ててのの事事業業はは、、ママススククのの着着用用、、検検温温、、手手指指消消毒毒、、ソソーーシシャャルルデディィススタタンンススななどど感感染染予予防防対対策策をを徹徹底底ししなな

ががらら実実施施ししまますす。。ごご協協力力ををおお願願いいししまますす。。感感染染拡拡大大状状況況にに応応じじててはは延延期期やや中中止止ととすするる場場合合ももあありりまますす。。  

  

  

 

▶▶ととこころろ 老人福祉センター浜の里（竹内町）  ▶▶参参加加費費 100 円 

◆◆食食事事のの考考ええ方方ををギギアアチチェェンンジジ  ～～フフレレイイルル予予防防のの食食事事にに！！～～◆◆    

フレイル（虚弱）の主な原因は「筋肉の衰え」と言われています。筋肉が衰えないようにするためには、

運動の他に、筋肉のもととなる栄養を摂ることが重要です。筋肉のもとである「たんぱく質」は、 

高齢期になっても若い時と同じくらい、たんぱく質の量をとる必要があります。    

◆◆フフレレイイルルのの原原因因「「筋筋肉肉のの衰衰ええ」」にに負負けけるるなな！！  ～～たたんんぱぱくく質質をを摂摂ろろうう！！～～  

  

【【低低栄栄養養予予防防講講演演会会開開催催】】      ＊＊要要申申込込＊＊  

中年期 高年期 

メタボリックシンドローム予防の食事 

～脂質を控えた食事～ 
「「フフレレイイルル予予防防」」のの食食事事  

～筋肉と骨のための食事～ 

肉 

魚 

卵 

ババラランンススよよくく  

～筋肉のもと「たんぱく質」を摂ろう～ 

▶▶とと  きき  8 月２4 日（水） 午後１時１５分～２時１５分    

▶▶ととこころろ  保健相談センター 講堂  

▶▶講講  師師  （公社）鳥取県栄養士会管理栄養士、健康推進課管理栄養士 

▶▶内内  容容  講話「たんぱく質の上手な摂り方」 

乳製品 

たたんんぱぱくく質質をを摂摂るる  

大豆製品 

牛乳 

チーズ 
豆腐 

納豆 
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エコらいふ通信　～豊かな自然を未来につなぐために～

問い合わせ先　清掃センター　☎４２－３８０３　　　環境衛生課　脱炭素推進係　☎４７－１０６０

　近年、空き地や空き家の放置により、雑草や木の枝が隣地に入り込んだり、不法投棄や害虫が発生

するなどの苦情が市に多く寄せられています。また、自宅敷地内の樹木や草花についても、同様に隣

地や道路に入り込んだりして迷惑をかけていないかなどを確認し、定期的な除草や枝木の剪定など、

ご自身の所有地を適正に管理していただき、街の環境保全にご協力をお願いします。

あなたの土地は大丈夫ですか？　
　　ご自身の土地は適正に管理しましょう　

【食品ロスとは】

　食品ロスとは、本来食べられるのに捨ててしまう食品のことを言います。日本では、食品ロスの量

が年間に５２２万トン（令和２年度推計値）になっており、これは日本人１人当たりの食品ロス量で

４１㎏になります。食品ロスを減らすためには、家で食品ロスが出ないようにするだけでなく、食べ

物を買うお店や飲食店で食品ロスを意識することも大事です。

　例えば、「賞味期限が近い食品から購入する」、「食べきれる量を注文し、食べ残しを出さない」など、

皆さんができるちょっとした行動を普段から考えてみましょう。これらの行動が食品ロスを削減する

ことにつながり、更にはごみの削減につながります。

【生ごみの水気を切りましょう】

　皆さんが家庭で出される可燃ごみの中には生ごみが含まれていると思います。

　ごみの減量化を進めるには、家庭から出る可燃ごみに占める生ごみの減量化がとても重要です。生

ごみは約７０～８０％が水分と言われており、この水分が悪臭や腐敗の原因にもなっています。また、

水分量が多いごみは、焼却する際に時間がかかってしまうため、ＣＯ２の排出量が増えてしまいます。

　少しでもごみの減量化を進めるために、生ごみの水切りをしてから捨てましょう。

【水切りのポイント】

①水に濡らさない

　野菜の皮をむくときは、洗う前にむくなどして、皮は乾いたまま捨てましょう！

　また、三角コーナーはシンクの上にあげて濡れないようにしたり、斜めに設置し

　たりすることで水切れが良くなります。

②しっかりと乾かす

　コーヒーや緑茶のティーバッグなど、水分の多いごみは乾燥させてから捨てましょう！

③ぎゅっとしぼる

　ごみに含まれる水分をぎゅっとしっかり絞ってから、捨てるようにしましょう！

　（水気を絞る道具などは、市販されていますので利用してみましょう）

食品ロス削減に取り組み、　
　　生ごみは水気を切ってごみ減量化を心がけましょう　

【不要になったお盆用品の処理】

　針金を使用した造花や盆提灯のかさなどは、不燃ごみとして排出してください。

【海岸のお供えの処理】

　お盆のお供えを海岸に出される場合は、出された人の責任において必ず持ち帰り、

適正に分別のうえ処分してください。

清掃センターからのお知らせ　　

9　令和４年８月



　現在、警察官Ａ・Ｂ（２回目）、警察行政（高校卒業程

度）採用試験の受験の申し込みを受付中です！

　警察職員を志す皆さん、ぜひご応募ください！

▼試験区分

◇警察官Ａ・Ｂ（２回目）

　第１次試験日：９月１８日（日）

◇警察行政（高校卒業程度）

　第１次試験日：９月２５日（日）

▼申込期限　８月２９日（月）

・試験案内等の詳細は鳥取県警察ホームページや受験案内

を確認してください。

・警察官A「チャレンジコース」はＳＰＩ３試験を実施す

るので、公務員試験対策が不要です！

▼問い合わせ先

　鳥取県警察本部警務部警務課人事第二係

　採用案内フリーダイヤル　☎０１２０－０２２－７１２

　鳥取県警察ホームページ

　　https://www.pref.tottori.lg.jp/police/

　

※ＬＩＮＥ公式アカウント「鳥取県警察採用係」において

も採用情報配信中です。

情報あらかると

境港警察署からのお知らせ境港警察署からのお知らせ
境港警察署　☎ 44 － 0110

　地域おこし協力隊の德毛です。今年４月に着任して以

来、あっという間の４カ月でした。

　さて、栽培サポーターの皆さんと共に育てている伯州

綿は、着々と実をつける準備が進んでいるようです。

　生育の早い苗から順に花が咲く時期を迎え、きれいな

黄色の花が咲きます。伯州綿は、オクラと同じアオイ科

の植物で、オクラとそっくりの花が咲きます。伯州綿の

花の色は、最初は黄色ですが、受粉をするとピンク色に

変わります。花が咲いてから、３日目には花は枯れて落

ちます。

　８月中頃には、畑のいたるところで花を見ることがで

きます。興味のある人はぜひ見に来てください。伯州綿

の畑の場所は、文化ホールの東側で、境線の線路との間

です。「伯州綿畑」の看板が目印です。

地域おこし協力隊員だより地域おこし協力隊員だより
農政課　農業振興係　☎ 47 － 1049

伯州綿

　警察官Ａ・Ｂ、警察行政
　　　　　　　　受験申込受付中！

Web

　

山
陰
鉄
道
発
祥
の
地
「
境
港
」。
港

と
鉄
道
を
基
礎
と
し
て
、
石
油
基
地
の

役
割
も
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
20
年
代
か
ら
、
境
港
駅
周
辺
に

引
込
線
を
有
す
る
石
油
タ
ン
ク
群
が
形

成
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

　

昭
和
40
年
代
、
外
港
埋
立
地
と
し
て

昭
和
町
が
整
備
さ
れ
、
次
第
に
石
油
タ

ン
ク
群
の
移
設
が
進
み
ま
す
。

　

昭
和
52
年
11
月
に
日
本
石
油
㈱
境
港

油
槽
所
が
外
港
に
開
設
し
ま
す
。

　

昭
和
60
年
に
は
境
港
駅
か
ら
の
石
油

タ
ン
ク
車
の
発
送
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
３
年
12
月
、
東
西
オ
イ
ル
タ
ー

ミ
ナ
ル
㈱
境
港
油
槽
所
の
開
設
に
よ
り

外
港
へ
の
移
設
は
完
了
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
内
港
地
区
は
区
画
整
理
事

業
を
伴
う
再
開
発
事
業
が
実
施
さ
れ
、

優
良
な
住
宅
地
や
交
通
の
要
衝
地
と
し

て
の
整
備
も
な
さ
れ
ま
し
た
。

【
催
し
・
募
集
】

　

10
月
に
海
と
く
ら
し
の
史
料
館
に
て

山
陰
鉄
道
開
業
１
２
０
周
年
記
念
鉄
道

展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
写
真
や
資
料
の

提
供
な
ど
、
市
民
・
関
係
者
の
皆
さ
ん

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 　
　
　
　
　

編
集
【
市
史
編
さ
ん
室
】

境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（

境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（
6161
））

山
陰
鉄
道
発
祥
の
地
「
境
港
」

山
陰
鉄
道
発
祥
の
地
「
境
港
」

　　

開
業
１
２
０
周
年

開
業
１
２
０
周
年  

そ
の
⑥

そ
の
⑥

（（
石
油
と
鉄
道

石
油
と
鉄
道
））

昭和45年 昭和53年 平成5年

内港 60 47 0

外港 4 11 27

最大貯油量 内港 51,186 45,521 0

[㎘] 外港 16,670 38,414 83,102

タンク数

貯油施設の推移「境港要覧」

「境町勢要覧」昭和 27 年昭和 49 年の内港地区（境港駅西方）

市報さかいみなと　10



情報あらかると

消費生活相談室　☎ 47 － 1106 FAX 44 － 7957

242消費生活相談室です消費生活相談室です
水産商工課　経済交流係　☎ 47 － 1029

多  文  化  共  生多  文  化  共  生  vol.16

　前号では、飲食に関わる場面での日中の違いを紹介しま

した。今回は習慣の違いを紹介します。

◆日本で伝統的な結婚式を挙げる場合、女性は白無垢を着

用します。日本では「白」が純粋な色であるとされている

からです。しかし、中国で結婚と言えば、赤がお祝いの色

です。ウェディングドレスを除いて、白はタブーです。

◆日本では、トイレでトイレットペーパーを使った後は、

水に流すのが普通ですが、中国の多くのトイレには「トイ

レットペーパーをトイレに投げ込まないで」という紙が貼

られています。中国のトイレは下水道がつまりやすい、ト

イレの水圧が弱い、ペーパーの質が悪いなど様々な理由か

ら、トイレットペーパーは流さず備え付けのゴミ箱に捨て

ます。

◆日本で「お金」を表すジェスチャーと言えば、親指と人

差し指で輪っかを作りますが、中国では、お札を数えるよ

うに親指と人差し指を細かく擦り合わせる動作をします。

日本のジェスチャーを中国ですると、「OK」と勘違いさ

れるかも！？

　加齢とともに聴力が徐々に低下する「加齢性難聴」

は、誰にでも起こり得ますが、難聴は、高齢者だけに

起こるわけではありません。

　突然、耳の聞こえが悪くなり、耳鳴りやめまいなど

を伴う突発性難聴は、40 ～ 60 歳代の働き盛りに多

くみられ、聴力を回復させるためには、早めに治療を

開始することが重要です。

　また、ヘッドホンやイヤホンを使い、大きな音量で

音楽などを聞き続けることで、音を伝える役割をして

いる細胞が徐々に壊れることで起こる「ヘッドホン（イ

ヤホン）難聴」もあり、近年では、特に問題視されて

います。このヘッドホン難聴は、少しずつ進行してい

くため、かかり始めには自覚しにくく、一度失った聴

力は、なかなか元には戻りません。

　いずれにしても、耳の違和感に気づいたら、早めに

受診することが大切です。また、日頃から大きな音を

長時間聞き続けない、定期的に耳を休ませるなどの予

防を心がけましょう。

▼問い合わせ先　健康推進課　☎４７－１０４０

保健師の
　　  ちょっと一言

耳の不調、聞こえが気になったら、
　　　　　　　早めに受診しましょう！

【事例１】

　自宅に蜂の巣があるのを見つけ、ネットで探した業者に

電話をかけた。蜂の巣の駆除は２万円と言われ、危ないの

で一刻も早く駆除してほしいと伝え作業に来てもらった。

作業終了後、他にも複数の蜂の巣があったとして１０万円

の請求を受けたが、駆除した蜂の巣は見せてもらえなかっ

た。請求金額も高額だと思う。

【事例２】

　自宅にできた蜂の巣の駆除を、ネットで探した業者に依

頼したが、わずか５分ほどの作業時間で５万円を請求され

た。高いのではないか。

【アドバイス】

◇ネット広告で見つけた事業者を慌てて呼ばず、「害虫相

　談所」を設けている、鳥取県ペストコントロール協会

　（☎０８５９－３２－５００６）のほか、造園業者など

　に相談するなどしてみましょう。

　また、日頃から自分での駆除方法や信頼できる事業者を

　調べておくと安心です。

◇作業前に作業内容と料金を確認し、当初の想定とかけ離

　れた料金の場合はすぐに依頼せず、複数の業者から見積

　もりを取って比較検討するようにしましょう。

◇巣が大きくなると駆除が困難になり、費用も高額になる

　傾向があるので、定期的に点検を行いましょう。

◇困ったときにはご相談ください。

▼相談受付時間

　月～金曜日

　午前９時～正午、午後１時～４時

境港市に住む外国人に聞いてみました！ Part8
足立　萌さん（中国）

蜂の巣の駆除で
　　　　　　　思わぬ高額請求

これが
中国のお金を表す
ジェスチャーです！

足立萌さん

11　令和４年８月
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※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

　

感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
掲

　

載
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
な

　

ど
が
急
遽
中
止
や
延
期
と
な
る
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い

　

合
わ
せ
先
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

【
日
曜
交
付
窓
口
開
設
】

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
、

申
請
補
助(

写
真
撮
影
無
料)

を
行

い
ま
す
。

　
電
子
証
明
書
の
更
新
、
暗
証
番
号

の
再
設
定
、
保
険
証
利
用
・
公
金
受

取
口
座
の
登
録
も
で
き
ま
す
。

▼
受
付
日
時　
８
月
７
日
（
日
）

　
午
前
９
時
～
午
後
０
時
30
分

▼
と
こ
ろ　
市
民
課
窓
口

▼
必
要
書
類

◇
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
・
電
子
証

　
明
書
発
行
通
知
書
兼
照
会
書

◇
通
知
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
人
）

◇
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
等
）

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
出
張
申
請

受
付
・
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
し
込
み

in
み
な
と
テ
ラ
ス
】

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
を

受
付
け
ま
す
。（
写
真
撮
影
無
料
）

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取　

　
り
、
暗
証
番
号
再
設
定
の
手
続
き

　
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
カ
ー
ド
は
お
お
む
ね
１
カ
月
後
に

ご
自
宅
に
郵
送
し
ま
す
。

　
す
で
に
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
人
の

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
し
込
み
の
サ

ポ
ー
ト
も
行
い
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
し
込
み
は

　
事
前
に
手
続
き
が
必
要
な
場
合
が

　
あ
り
ま
す
。

▼
受
付
日
時　
８
月
20
日
（
土
）

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ　

　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
み
な
と
テ

ラ
ス
）
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

▼
必
要
書
類

◇
申
請
書
ID
付
き
の
個
人
番
号
カ

　
ー
ド
交
付
申
請
書（
お
持
ち
の
人
）

◇
通
知
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
人
）

◇
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
等
）

※
顔
写
真
が
な
い
証
明
書
（
健
康
保

　
険
証
、
特
別
医
療
受
給
資
格
証
な

　
ど
）
は
、
２
点
必
要
で
す
。

※
15
歳
未
満
ま
た
は
成
年
被
後
見
人

　
が
申
請
す
る
場
合
は
、
本
人
お
よ

　
び
法
定
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類

　
と
、
法
定
代
理
人
で
あ
る
こ
と
を

　
証
す
る
書
類
（
戸
籍
謄
本
、
母
子

　
手
帳
な
ど
）
が
必
要
で
す
。

※
必
要
書
類
が
不
足
す
る
場
合
は
、

　
カ
ー
ド
は
後
日
、
市
民
課
窓
口
で

　
の
受
け
取
り
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
47
‐
１
０
３
３

　
総
務
課　
行
政
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
47
‐
１
０
０
７

特
別
医
療
費
助
成
制
度

　

身
体
障
害
者
手
帳
（
１・
２
級
）、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
（
１

級
）、
療
育
手
帳
（
Ａ
）
を
お
持
ち

の
人
が
対
象
の
医
療
費
助
成
制
度
で

す
。（
た
だ
し
、
所
得
に
よ
る
制
限

が
あ
り
ま
す
。）
申
請
月
の
１
日
ま

で
し
か
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
該
当
す
る
人
は
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
か
ら
過
去
に
申
請
が
あ
り
、

所
得
制
限
の
判
定
が
で
き
る
人
に
は

資
格
証
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

▼
１
医
療
機
関
、
１
カ
月
の
自
己
負

担
上
限
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
支
給
要
件
の
基
準
額
な
ど
の
詳
細

　
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
す
る
も
の

◇
該
当
す
る
障
害
者
手
帳
な
ど

◇
健
康
保
険
証
ま
た
は
組
合
員
証

※
ひ
と
り
親
家
庭
制
度
・
市
単
独
制

　
度
（
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
・
療

　
育
手
帳
Ｂ
、
精
神
障
害
者
保
健

　
福
祉
手
帳
２・３
級
）
の
対
象
者

　
で
、
ま
だ
手
続
き
し
て
い
な
い
人

　
は
申
請
月
の
１
日
ま
で
し
か
さ
か

　
の
ぼ
っ
て
支
給
で
き
ま
せ
ん
。

▼
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い
合
わ
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険
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１
０
３
５

中
小
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業
退
職
金
共
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（
中
退
共
）
制
度

　
中
小
企
業
退
職
金
共
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中
退
共
）

制
度
は
、
中
小
企
業
の
事
業
主
が
従

業
員
の
退
職
金
を
計
画
的
に
準
備
で

き
る
国
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退
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金
制
度
で
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家
族
従

業
員
や
パ
ー
ト
タ
イ
マ
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も
加
入
で

き
ま
す
。
国
の
有
利
な
掛
金
助
成
や

税
法
上
の
優
遇
も
受
け
ら
れ
る
ほ
か
、

手
数
料
も
か
か
ら
ず
、
外
部
積
立
型

で
管
理
が
簡
単
で
す
。

　
対
象
外
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
「
中
退
共
」
で
検

索
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
　
☎
03
‐
６
９
０
７
‐
１
２
３
４

ささかかいいみみななとと応応援援券券おお取取扱扱店店舗舗  
車車検検のの OONNEE’’SS  境境港港店店    
境境港港市市蓮蓮池池町町 8899--11                      営営業業時時間間 AAMM99--PPMM66  

定定休休日日：：毎毎週週水水曜曜日日・・第第 11 とと第第 33 火火曜曜日日                      

  
☎0859-21-9370 

有　

料　

広　

告

対象

市民税

世帯・本人
とも非課税

世帯が課税
本人非課税

世帯・本人とも課税

※前年所得
が基準未満

※前年所得
が基準以上

自己負担
上限額

入院
０円

（全額助成）

５千円 １万円
対象外

（申請不可）
通院 千円 ２千円

市報さかいみなと　12



住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に

対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金

▼
給
付
対
象
と
な
る
世
帯

①
令
和
３
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯

②
令
和
４
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯

※
①
お
よ
び
②
の
対
象
と
思
わ
れ
る

　

世
帯
に
確
認
書
（
提
出
期
限
は
確

　

認
書
に
記
載
）
ま
た
は
申
請
書
を

　

送
付
し
て
い
ま
す
。

③
家
計
急
変
世
帯　

※
令
和
４
年
１
月
以
降
の
収
入
に
よ

　

る
家
計
急
変
の
み
が
対
象
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を

受
け
て
家
計
が
急
変
し
、
世
帯
全
員

が
令
和
４
年
度
住
民
税
非
課
税
相
当

の
水
準
と
な
っ
た
世
帯
が
対
象
。

※
９
月
30
日
ま
で
に
申
請
が
必
要
。

※
な
お
、
令
和
３
年
度
分
の
同
給
付

　

金
を
す
で
に
受
け
取
っ
て
い
る
世

　

帯
は
対
象
外
で
す
。

※
①
～
③
の
給
付
は
重
複
し
て
受
給

　

は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
　
　
　

　

臨
時
特
別
給
付
金
窓
口

　

（
市
役
所
福
祉
課
内
）　

　
　
　
　
　
　
　

☎
46
‐
０
２
５
１

視
覚
障
が
い
者
の
人
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
購
入
費
助
成

　

県
で
は
、
視
覚
障
が
い
の
人
が
、

情
報
を
取
得
し
や
す
く
す
る
た
め
の

補
助
機
能
を
備
え
た
拡
大
読
書
器
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
購
入
費
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。（
市
町
村
で
行
っ

て
い
る
日
常
生
活
用
具
の
給
付
対
象

に
な
る
場
合
は
除
く
。）

▼
対　

象

　

視
覚
障
が
い
に
係
る
身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
、

県
内
に
居
住
す
る
人

▼
対
象
機
器　

①
拡
大
読
書
器
（
据
置
型
ま
た
は
携

帯
型
の
い
ず
れ
か
）、
②
プ
レ
ク
ス

ト
ー
ク
、
③
パ
ソ
コ
ン
、
④
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
、
⑤
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
、

⑥
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
、
⑦
情
報
・

通
信
支
援
用
具
（
③
か
ら
⑥
ま
で
に

掲
げ
る
情
報
機
器
を
使
用
す
る
際
に

必
要
な
周
辺
機
器
、
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
）

※
対
象
機
器
に
よ
り
条
件
あ
り

▼
補
助
率

　

購
入
額
の
２
分
の
１
（
対
象
機
器

に
よ
っ
て
上
限
が
あ
り
ま
す
。）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
福
祉
保
健
部
さ
さ
え
あ
い

福
祉
局
障
が
い
福
祉
課

　
　

☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
２
０
１

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対

象
で
は
な
い
難
聴
の
児
童
へ

の
補
聴
器
購
入
等
助
成
事
業

　　

市
で
は
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

対
象
で
は
な
い
難
聴
の
児
童
が
補
聴

器
を
購
入
ま
た
は
修
理
等
す
る
際
の

経
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者

　

次
の
要
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

◇
市
内
に
住
所
を
有
し
、
18
歳
未
満

◇
４
分
法
平
均
聴
力
が
両
耳
と
も
30

　

デ
シ
ベ
ル
以
上
、
ま
た
は
片
側
が

　

30
デ
シ
ベ
ル
以
上
で
医
師
が
装
用

　

効
果
を
認
め
る
人

◇
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
と

　

な
ら
な
い
こ
と

◇
対
象
児
童
が
属
す
る
世
帯
に
市
民

　

税
の
所
得
割
の
額
が
46
万
円
以
上

　

の
世
帯
員
が
い
な
い
こ
と

▼
補
助
対
象
経
費

◇
補
聴
器
購
入
に
係
る
経
費
（
原
則

　

片
耳
「
耳
か
け
型
」）。
た
だ
し
、

　

医
師
の
意
見
書
な
ど
に
よ
り
、
両

　

耳
装
用
も
可
。

◇
同
一
児
童
に
対
し
、
新
た
に
補
聴

　

器
の
購
入
に
要
す
る
経
費
ま
た
は

　

耐
用
年
数
の
経
過
後
に
補
聴
器
を

　

更
新
す
る
経
費
な
ら
び
に
破
損
な

　

ど
に
よ
る
修
理
に
係
る
経
費
。

◇
本
事
業
を
利
用
し
購
入
し
た
補
聴

　

器
を
耐
用
年
数
の
経
過
前
に
故
意

　

に
よ
ら
ず
紛
失
し
た
場
合
、
ま
た

　

は
故
意
に
よ
ら
ず
破
損
し
修
理
不

　

能
な
場
合
の
補
聴
器
を
再
購
入
す

　

る
経
費
。

▼
利
用
者
負
担

　

補
聴
器
購
入
等
経
費
の
３
分
の
１

※
補
聴
器
の
種
類
な
ど
に
よ
り
上
限

　

額
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　

福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
１
２
１

　
　
　
　
　
　
　
　

42
‐
５
９
８
７

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
事
前
配
布

　

万
が
一
の
原
子
力
災
害
時
に
、
速

や
か
に
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
受
け
取
る

こ
と
が
困
難
な
人
で
事
前
配
布
の
希

望
者
に
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
事
前
配

布
し
ま
す
。

▼
安
定
ヨ
ウ
素
剤
と
は

　

原
子
力
災
害
時
に
お
い
て
、
放
射

性
ヨ
ウ
素
に
よ
る
内
部
被
ば
く
を
抑

え
る
効
果
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
避
難

時
に
合
わ
せ
て
服
用
す
る
薬
で
す
。

▼
対
象
者

　

服
用
を
優
先
す
べ
き
人
は
、
原
則

と
し
て
40
歳
未
満
で
、
妊
婦
、
授
乳

婦
お
よ
び
乳
幼
児
を
含
む
未
成
年
者

と
な
っ
て
い
ま
す
。
40
歳
以
上
の
人

は
、
服
用
効
果
が
低
く
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
が
、
40
歳
以
上
で
あ
っ

て
も
希
望
者
に
は
配
布
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
方
法

◇
自
治
防
災
課
、
健
康
推
進
課
、
鳥

　

取
県
西
部
総
合
事
務
所
米
子
保
健

　

所
の
各
窓
口
に
申
込
書
を
配
置

◇
境
港
市
、
鳥
取
県
福
祉
保
健
部
健

　

康
医
療
局
医
療
・
保
険
課
の
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド

▼
申
込
期
間

　

８
月
１
日
（
月
）
～
31
日
（
水
）

※
事
前
配
布
説
明
会
（
10
月
）
で
安

　

定
ヨ
ウ
素
剤
を
配
布
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 　

　

自
治
防
災
課　

☎
47
‐
１
０
７
１

　

健
康
推
進
課　

☎
47
‐
１
１
２
２

informationinformation

有　

料　

広　

告
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informationinformation

新
型
コ
ロ
ナ
と
熱
中
症
対
策

　

県
で
は
、
７
月
、
８
月
を
「
熱
中

症
特
別
警
戒
月
間
」
と
設
定
し
、
注

意
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
感
染
が
拡
大
し
て

お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
を
予
防
し
な
が
ら
、
熱
中
症
に
も

な
ら
ず
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
マ
ス
ク
着
用
は
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て

　

周
囲
と
の
距
離
（
少
な
く
と
も
２

ｍ
以
上
）
が
十
分
に
取
れ
る
場
所
で

は
、
適
宜
マ
ス
ク
を
外
し
ま
し
ょ
う
。

▼
こ
ま
め
な
水
分
補
給
、
涼
し
い
場

所
で
休
息
を
取
る

　

喉
が
渇
い
て
な
く
い
な
く
て
も
、

一
日
あ
た
り
、

1.2
ℓ
（
コ
ッ
プ
約
６

杯
）
を
目
安
に
水
分
補
給
を
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
公
民
館
、
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
な
ど
冷
房
の
効
い
た
施

設
も
上
手
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

▼
エ
ア
コ
ン
使
用
中
も
こ
ま
め
な
換
気

　

エ
ア
コ
ン
を
使
用
中
も
窓
と
ド
ア

な
ど
２
カ
所
を
開
け
る
、
扇
風
機
や

換
気
扇
を
併
用
す
る
な
ど
こ
ま
め
な

換
気
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
は
、
購

　

入
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度

　

が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課　

保
健
係　

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
０

各
種
健
康
診
査
・
が
ん
検
診

の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
予
約
受
付
開
始

　

健
康
診
査
・
が
ん
検
診
の
予
約
受

付
を
７
月
22
日
（
金
）
か
ら
始
め
ま

し
た
。
集
団
健
（
検
）
診
に
限
り
ま

す
が
、
今
年
度
か
ら
ｗ
ｅ
ｂ
予
約
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
、
時
間
を
問
わ
ず

予
約
が
で
き
ま
す
。

　

集
団
健
（
検
）
診
の
予
約
は
こ
ち

ら
か
ら

※
予
約
に
は
メ
ー
ル

　

ア
ド
レ
ス
が
必
要

　

で
す
。

※
詳
し
い
日
程
は
、
７
月
号
市
報
に

　

折
り
込
ん
だ
健
診
カ
レ
ン
ダ
ー
を

　

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課　

保
健
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
２

市
内
小
・
中
学
校
の
閉
庁
日

　

夏
季
休
業
中
に
学
校
閉
庁
日
を
設

け
ま
す
。
学
校
閉
庁
日
に
緊
急
の
連

絡
が
必
要
な
場
合
は
、
教
育
総
務
課

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
学
校
閉
庁
期
間

　

８
月
12
日
（
金
）、
15
日
（
月
）

16
日
（
火
）

▼
連
絡
受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
総
務
課　

指
導
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
８
８

帯
状
疱
疹
は
80
歳
ま
で
に
約
３
人

に
１
人
が
か
か
る
身
近
な
病
気

▼
帯
状
疱
疹
と
は

　

水
ぶ
く
れ
を
伴
う
赤
い
発
疹
が
体

の
左
右
ど
ち
ら
か
に
、
帯
状
に
出
る

皮
膚
の
疾
患
で
す
。
強
い
痛
み
を
伴

う
こ
と
が
多
く
、
症
状
は
３
週
間
か

ら
４
週
間
ほ
ど
続
き
ま
す
。

▼
原　

因

　

多
く
の
人
が
子
ど
も
の
時
に
感
染

す
る
「
水
ぼ
う
そ
う
」
に
よ
る
も
の

で
、
子
ど
も
の
時
に
水
ぼ
う
そ
う
に

か
か
っ
た
人
は
、
こ
の
ウ
イ
ル
ス
に

対
す
る
免
疫
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、

「
加
齢
」「
疲
労
」「
ス
ト
レ
ス
」「
病

気
」
な
ど
で
免
疫
力
が
低
下
し
、
帯

状
疱
疹
を
発
症
す
る
リ
ス
ク
が
高
く

な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

▼
予　

防

　

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、
十
分
な

休
養
と
睡
眠
、
ス
ト
レ
ス
の
発
散
が

効
果
的
で
す
。
帯
状
疱
疹
は
早
め
の

対
策
が
大
切
に
な
り
ま
す
の
で
、
帯

状
疱
疹
を
疑
っ
た
ら
早
め
に
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
50
歳
以
上
の
人
は
帯
状
疱

疹
の
予
防
と
し
て
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
任
意
の
予

防
接
種
と
な
り
ま
す
の
で
、
全
額
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
接
種
に
つ

い
て
は
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課　

保
健
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
２

農
業
委
員
会
情
報

【
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
】

▼
主
な
目
的

◇
農
地
利
用
の
確
認

◇
遊
休
農
地
の
実
態
把
握

◇
違
反
転
用
の
発
生
防
止
・
早
期
発
見

【
農
地
法
の
下
限
面
積
】

　

農
地
の
売
買
や
貸
借
に
は
農
業
委

員
会
の
許
可
が
必
要
で
す
。
許
可
を

受
け
る
た
め
の
要
件
の
一
つ
に
「
下

限
面
積
要
件
」
が
あ
り
ま
す
。
下
限

面
積
要
件
と
は
、
経
営
面
積
が
あ
ま

り
に
小
さ
い
と
生
産
性
が
低
く
、
農

業
経
営
が
効
率
的
か
つ
安
定
的
に
継

続
し
て
行
わ
れ
な
い
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
許
可
後
に
経
営
す

る
農
地
面
積
が
一
定
以
上
に
な
ら
な

い
と
許
可
は
で
き
な
い
と
す
る
も
の

で
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
管
内
の
下
限

面
積
を
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局（
農
政
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
３

区域 下限面積

中海干拓地 ５０アール

渡、外江、

中浜、余子
２０アール

境、上道 １０アール

有　

料　

広　

告
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入
札
結
果

※
予
定
価
格
１
千
万
円
以
上
の
入
札

道
路
上
に
は
み
出
し
て
い

る
樹
木
な
ど
の
適
正
管
理

▼
次
に
該
当
す
る
人
は
樹
木
な
ど
の

伐
採
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
道
路
、
歩
道
へ
樹
木
な
ど
が
は
み

　

出
し
て
い
る
。

◇
枯
れ
木
、
折
れ
木
な
ど
に
よ
り
通

　

行
の
妨
げ
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

◇
竹
木
・
雑
草
の
繫
茂
に
よ
り
通
行

　

へ
の
障
害
が
あ
る
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

管
理
課　

管
理
係　

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
７
３

※
交
通
事
故
が
起
き
た
際
は
、
樹
木

　

な
ど
の
所
有
者
に
賠
償
責
任
が
問

　

わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
道
路
管
理
者
が
予
告
な
く
伐
採
、

　

撤
去
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

管
理
課　

管
理
係　

	

　

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
７
６

平
和
の
た
め
の
戦
争
展
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
写
真
展
」

　

戦
禍
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
撮
影
さ
れ

た
写
真
の
展
示
お
よ
び
ウ
ク
ラ
イ
ナ

出
身
女
性
の
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
ま
す
。

【
写
真
展
】

▼
と　

き　

　

８
月
26
日
（
金
）
～
29
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ　

し
お
さ
い
会
館
集
会
室

【
ス
ピ
ー
チ
】

▼
と　

き　

８
月
28
日
（
日
）

　

午
後
２
時
～
４
時

▼
ス
ピ
ー
チ　

　

マ
リ
ー
ナ
・
ピ
ロ
ゴ
ヴ
ァ
さ
ん

　

（
北
栄
町
在
住
）

▼
参
加
費　

無
料

※
ス
ピ
ー
チ
の
日
程
は
変
更
に
な
る

　

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

平
和
の
た
め
の
戦
争
展
実
行
委
員
会

　

由
浪
さ
ん

☎
０
８
０
‐
１
９
２
６
‐
８
９
７
４

お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
の
会

夏
休
み
お
は
な
し
会　
　

▼
対　

象　

幼
児
か
ら
大
人
ま
で

▼
と　

き　

８
月
８
日
（
月
）

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

境
公
民
館　

集
会
室

▼
内　

容　

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
わ
ら
べ
う
た
、

手
遊
び
な
ど

▼
参
加
費　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先　

　

お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
の
会

　

足
立
さ
ん　
　

　
　
　
　
　
　
　

☎
45
‐
３
０
７
６

令
和
４
年
度
と
っ
と
り
県
民
カ
レ
ッ
ジ
講
座

地
域
を
育
む
「
ま
ち
に
飛
び
出
す
高
校
生
」

　
　

　

地
域
の
中
で
の
高
校
生
た
ち
の
活

動
が
ま
ち
を
元
気
に
し
て
い
く
。
そ

の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
る

ア
イ
デ
ア
を
、
専
門
家
や
実
践
者
と

の
交
流
を
通
し
て
考
え
る
イ
ベ
ン
ト

で
す
。

▼
と　

き　

10
月
８
日
（
土
）

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　

市
民
ホ
ー
ル

▼
講　

師　

山
崎
亮
さ
ん

　

（
株
式
会
社 stu

d
io

‐L
 

代
表
）

▼
実
践
発
表

◇
鳥
取
県
立
米
子
高
等
学
校

◇
南
部
町
高
校
生
サ
ー
ク
ル
「w

ith
 

　

y
o
u
 

翼
」

◇
日
野
町
地
域
活
性
化
チ
ー
ム

▼
参
加
費　

無
料　
　

▼
主　

催　

　

鳥
取
県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

※
８
月
８
日
（
月
）
か
ら
申
込
受
付

　

鳥
取
県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
８
５
７
‐
21
‐
２
３
３
１

informationinformation

工事名（業務名） 落札額（落札率） 落札者

外江町汚水技線
（その１３）工事

27,016 千円（90.0％） 佐藤産業㈲

渡町汚水技線
（その２９）工事

15,785 千円（97.9％） ㈲佐藤建設

外江町汚水技線
（その１６）工事

20,900 千円（89.8％） 佐藤産業㈲

渡町汚水技線
（その３１）工事

19,565 千円（89.7％） ㈱三谷組

境港市公共下水道
台帳作成業務委託

10,890 千円（94.1％）
㈱ウエスコ
境港営業所

森岡町汚水技線
（その７）工事

15,620 千円（98.4％） ㈱境栄工業

汚水桝新設
（その２）工事

10,450 千円（98.1％） ㈲グリーンアート

中浜小学校体育館
改修工事

53,735 千円（97.9％） ㈱リンクス

外江町汚水技線
（その１２) 工事

39,270 千円（90.5％） ㈲角建設

境港２号汚水幹線築造工
事（１８工区）

27,390 千円（90.2％）
㈲佐々木組
境港営業所

外江町汚水技線
（その１１）工事

19,652 千円（89.7％） ㈱箕矢組

催催  

しし

有　

料　

広　

告
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informationinformation

境
港
再
発
見
‐
講
座
「
境
港
楽
」

　

第
２
回
、
８
月
の
テ
ー
マ
は
、『
矢

倉
節
子
と
西
小
路
界
隈
‐
大
正
か
ら

昭
和
へ　

西
伯
郡
境
町
』
で
す
。

▼
と　

き　

８
月
18
日
（
木
）

　

午
前
10
時
～
正
午

▼
と
こ
ろ　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
講　

師　

遠
藤
量
さ
ん

　

（
元
・
日
吉
津
村
教
育
長
）

▼
資
料
代　

５
０
０
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
楽
習
会　

定
岡
さ
ん

☎
０
９
０
‐
８
０
６
４
‐
６
１
９
１

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
家
族
の
会

講
演
会

　

回
復
し
た
人
の
お
話
を
聞
い
て
み

ま
せ
ん
か
？

　

当
事
者
、
ご
家
族
の
人
が
参
加
で

き
ま
す
。（
講
演
会
後
、相
談
会
あ
り
）

▼
と　

き　

８
月
28
日
（
日
）

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

米
子
市
公
会
堂　

　

研
修
室
５

▼
参
加
費　

千
円

※
予
約
不
要

※
託
児
あ
り　

要
予
約

▼
託
児
予
約
期
限　

８
月
５
日（
金
）

※
お
子
さ
ん
１
人
に
つ
き
千
円

※
会
場
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

　

ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く

　

だ
さ
い
。

　

h
ttp

s://g
d
fa

m
.o

rg
/

▼
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
家
族
の
会

　

k
a
zo

k
u
k
a
i.t@

g
m

a
il.c

o
m

み
な
～
と
カ
フ
ェ
『
み
と
り
し
』

上
映
と
～
看
取
り
士
の
お
話
～

▼
と　

き　

９
月
３
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

▼
と
こ
ろ　

し
お
さ
い
会
館

▼
講　

師　

大
橋
敬
子
さ
ん

　

（
幸
齢
者
生
活
改
善
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
、
看
取
り
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
島
根

さ
く
ら
副
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
長
）

▼
定　

員　

25
人　

▼
申
込
期
限　

８
月
26
日
（
金
）　

※
当
日
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
マ
ス
ク
着
用
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
２
０
４

ミ
ニ
手
話
講
座
開
催

【
３
回
連
続
編
】

▼
内　

容　

実
技
お
よ
び
講
義

▼
対　

象　

　

手
話
言
語
に
興
味
の
あ
る
人

▼
と　

き　

【
８
月
分
】

８
月
19
日
（
金
）
午
後
７
時
～
９
時

８
月
26
日
（
金
）
午
後
７
時
～
９
時

９
月
２
日
（
金
）
午
後
７
時
～
９
時

【
９
月
分
】

９
月
７
日
（
水
）
午
後
７
時
～
９
時

９
月
14
日
（
水
）
午
後
７
時
～
９
時

９
月
21
日
（
水
）
午
後
７
時
～
９
時

▼
と
こ
ろ　

　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

▼
定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

▼
受
講
料　

無
料

▼
申
し
込
み
方
法　

　

郵
送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
の
い
ず
れ
か

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
申
込
期
限　

◇
８
月
分　

８
月
12
日
（
金
）

◇
９
月
分　

８
月
31
日
（
水
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

〒
６
８
２
‐
０
８
２
２

　

倉
吉
市
葵
町
７
２
４
‐
15

　

鳥
取
県
中
部
聴
覚
障
が
い
者
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
８
５
８
‐
27
‐
２
３
５
５

　
　
　

０
８
５
８
‐
27
‐
２
３
６
０

境
港
み
な
と
見
学
会

　

船
上
か
ら
港
を
見
て
み
ま
せ
ん
か

▼
対　

象　

３
歳
以
上

　

（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

▼
と　

き　

８
月
23
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

（
各
回
と
も
開
始
10
分
前
に
は
集
合

し
て
く
だ
さ
い
）

▼
と
こ
ろ

　

港
湾
業
務
艇
「
は
く
し
ゅ
う
」
係

留
場
所
（
栄
町
59　

周
辺
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
内　

容　

　

港
湾
業
務
艇
「
は
く
し
ゅ
う
」
に

よ
る
港
内
見
学

▼
定　

員　

１
航
海
あ
た
り
12
人

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
細

　

中
国
地
方
整
備
局
境
港
湾
・
空
港

整
備
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

く
だ
さ
い

▼
申
込
期
限　

　

８
月
16
日
（
火
）
午
後
４
時

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

国
土
交
通
省　

境
港
湾
・
空
港
整

備
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　

☎
42
‐
３
１
４
７

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド　

土
曜
夜
市

 　

週
替
わ
り
の
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
や
、

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
な
ど
イ
ベ
ン
ト
盛
り

だ
く
さ
ん
。

▼
と　

き

　

８
月
６
日
（
土
）、
13
日
（
土
）、

20
日
（
土
）、
27
日
（
土
）

い
ず
れ
も
午
後
６
時
～
９
時

※
雨
天
決
行

▼
と
こ
ろ　

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド

▼
そ
の
他

　

イ
ベ
ン
ト
の
最
新
情
報
は
、
土
曜

夜
市
実
行
委
員
会
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

か
ら
確
認
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
土
曜
夜
市
実

行
委
員
会
事
務
局
（
鬼
太
郎
の
里
わ

た
な
べ
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
42
‐
２
１
８
９

有　

料　

広　

告
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informationinformation

日
本
女
性
会
議
２
０
２
２

　

鳥
取
く
ら
よ
し

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向

け
た
課
題
と
解
決
策
の
探
求
、
参
加

者
相
互
の
交
流
の
促
進
を
目
的
と
し

た
「
日
本
女
性
会
議
」
が
倉
吉
市
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
と　

き　

　

10
月
28
日
（
金
）
～
30
日
（
日
）

▼
と
こ
ろ　

倉
吉
未
来
中
心

▼
内　

容　

【 

28
日
（
金
）】

　

午
後
０
時
30
～
５
時
30
分

　

男
女
共
同
参
画
地
域
課
題
解
決
策

を
探
る
分
科
会

【 

29
日
（
土
）】

　

午
前
9
時
40
分
～
午
後
３
時
40
分

◇
特
別
講
演
（
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
）

　

誰
も
が
生
き
生
き
と
輝
く
た
め
に
、

　

私
た
ち
が
考
え
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

・
出
演
者　

上
地
雄
輔
さ
ん
（
歌
手
・

　

俳
優
）、秀
ノ
山
親
方
さ
ん
（
元
大
関
）

◇
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

弱
者
が
弱
者
の
ま
ま
で
尊
重
さ
れ

　

る
社
会
と
は
？

・
パ
ネ
リ
ス
ト　

　

上
野
千
鶴
子
さ
ん　

ほ
か

【 

30
日
（
日
）】

　

エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
（
体
験
型
見

学
会
）
各
コ
ー
ス
の
詳
細
は
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
費　

４
千
円

　

（
交
流
会
、
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン

は
別
途
必
要
。）

▼
申
込
期
限　

９
月
16
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
方
法　

　

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

https://www.city.kurayoshi.lg.jp/jwc2022/

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　

（
な
ぎ
さ
会
館
内
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
７
２
８
０

　

地
域
振
興
課　

人
権
政
策
室

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
１
０
２

「
ウ
エ
カ
ツ
さ
ん
と
ウ
オ
カ
ツ

（
魚
活
）」
し
ま
せ
ん
か
？

　

鳥
取
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

主
催
で
９
月
オ
ー
プ
ン
の
境
港
水
産

物
卸
売
市
場
（
お
さ
か
な
パ
ー
ク
）

で
家
事
シ
ェ
ア
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し

ま
す
。

▼
対　

象

　

県
に
在
住
ま
た
は
通
勤
し
て
い
る

カ
ッ
プ
ル
、
夫
婦
、
親
子
、
家
族
な

ど
（
小
学
５
年
生
以
上
）

▼
と　

き　

◇
９
月
17
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◇
９
月
18
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

※
両
日
と
も
内
容
は
同
じ
で
す

▼
と
こ
ろ　

　

県
営
境
港
水
産
物
地
方
卸
売
市
場

２
号
上
屋
調
理
実
習
室

▼
参
加
費　

無
料

▼
内　

容　

　

鳥
取
の
旬
魚
を
み
ん
な
で
簡
単
調
理

◇
講　

師　

上
田
勝
彦
さ
ん

　

（（
株
）
ウ
エ
カ
ツ
水
産
代
表
取
締

　

役
魚
食
普
及
人
）

▼
定　

員　

両
日
と
も
16
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

▼
申
込
期
限　

９
月
６
日
（
火
）

※
講
座
を
中
止
ま
た
は
変
更
す
る
場

　

合
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

　

し
ま
す

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
男
女
参
画
セ
ン
タ
ー

　

よ
り
ん
彩　
　

　
　

☎
０
８
５
８
‐
23
‐
３
９
０
１

境
港
市
職
員
採
用
試
験

　

来
年
４
月
１
日
採
用
予
定
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▼
採
用
職
種　

人
数

◇
一
般
事
務　

４
人
程
度

◇
土
木
技
師　

１
人
程
度

▼
年
齢
要
件

◇
一
般
事
務

　

平
成
４
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

◇
土
木
技
師

　

昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

▼
資
格
な
ど
要
件

　

実
施
要
項
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
一
次
試
験
日　

９
月
18
日
（
日
）

▼
申
し
込
み
方
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
郵
送
、
持
参

の
い
ず
れ
か
の
方
法

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い

▼
申
込
期
限　

８
月
31
日
（
水
）

　

午
後
５
時
15
分

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

職
員
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
０
９

会
計
年
度
任
用
職
員

　

詳
細
は
、
窓
口
で
配
布
す
る
実
施

要
項
、
ま
た
は
市
の
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
９
月
１
日
採
用
】

　

公
民
館
主
事　

１
人
程
度

※
週
29
時
間
程
度
の
勤
務

▼
試
験
日　

８
月
25
日
（
木
）

▼
申
し
込
み
方
法　
　
　
　
　
　

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
郵
送
、
持
参

の
い
ず
れ
か
の
方
法

▼
申
込
期
限　

８
月
19
日
（
金
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

職
員
係　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
０
９

米
子
市
水
道
局
職
員

▼
募
集
職
種　

水
道
化
学

　

（
大
学
卒
業
程
度
）

▼
採
用
予
定
日　

来
年
４
月
１
日

▼
募
集
人
数
・
試
験
日
ほ
か

　

詳
し
く
は
受
験
案
内
ま
た
は
米
子

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

（
８
月
下
旬
予
定
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　

　

米
子
市
水
道
局　

総
務
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
32
‐
６
１
１
１

ふ
れ
あ
い
農
園
参
加
者

　

市
内
の
女
性
農
業
者
が
指
導
し
ま

す
の
で
、
野
菜
（
キ
ャ
ベ
ツ
、
白
菜
、

大
根
な
ど
）
作
り
が
初
め
て
の
人
で

も
安
心
で
す
。

　

お
一
人
で
も
、
家
族
・
友
人
な
ど

の
グ
ル
ー
プ
で
も
、
参
加
で
き
ま
す
。

野
菜
の
種
ま
き
・
植
付
か
ら
収
穫
ま

で
を
ご
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対　

象　

市
内
在
住
者

▼
と　

き　

９
月
３
日
（
土
）
～

　

12
月
末
（
指
導
日 

全
５
回
）

▼
参
加
費　

１
組
２
５
０
０
円

▼
申
込
期
限　
　

８
月
19
日
（
金
）

▼
定　

員　

20
組

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

▼
農
園
場
所　

　

中
浜
市
民
農
園
（
航
空
自
衛
隊
美

保
基
地
の
入
口
付
近
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

農
政
課　

農
業
振
興
係　

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
９

in

募募  

集集

Web
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職
業
訓
練

▼
訓
練
科

①
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
科

②
短
期
パ
ソ
コ
ン
基
礎
科

▼
概　

要

①
ア
パ
レ
ル
業
界
な
ど
で
即
戦
力
と

　

な
る
衣
服
関
係
の
知
識
や
縫
製
な

　

ど
の
技
術
を
習
得
し
ま
す
。

②
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
ビ
ジ

　

ネ
ス
マ
ナ
ー
、
ワ
ー
プ
ロ
・
表
計

　

算
ソ
フ
ト
等
に
関
す
る
知
識
・
技

　

能
の
習
得
（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル

　

３
級
）

▼
訓
練
期
間

①
９
月
16
日
（
金
）
～

　

来
年
３
月
15
日
（
水
）

②
８
月
19
日
（
金
）
～

　

10
月
18
日
（
火
）

▼
訓
練
場
所

①
米
子
文
化
服
装
専
門
学
校

②
（
有
）
米
子
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー

※
い
ず
れ
も
無
料
駐
車
場
あ
り

▼
定　

員

　

①
８
人　

②
13
人

▼
申
込
期
限

①
９
月
２
日
（
金
）
正
午

②
８
月
８
日
（
月
）
正
午

▼
申
込
資
格　

就
職
希
望
者

▼
受
講
料　

無
料

（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
等
は
実
費
）

▼
そ
の
他

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
し
て
い
ま
す
。

▼
参　

考

　

７
月
１
日
か
ら
雇
用
保
険
の
受
給

資
格
者
が
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、

訓
練
延
長
給
付
や
技
能
習
得
手
当
等

を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

雇
用
保
険
受
給
者
以
外
の
人
は
、

一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
職
業
訓
練

受
講
給
付
金
を
受
給
し
な
が
ら
受
講

で
き
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子

（
米
子
公
共
職
業
安
定
所
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
33
‐
３
９
１
１

▼
鳥
取
労
働
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

鳥
取
県
内
の
職
業
訓
練
一
覧
な
ど

の
情
報
が
確
認
で
き
ま
す
。

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政

管
理
組
合
職
員
採
用
試
験

　

消
防
局
職
員
の
採
用
試
験
を
行
い

ま
す
。

▼
採
用
予
定
日　

来
年
４
月
１
日

▼
募
集
職
種　

人
員

◇
消
防
吏
員　

１
人
程
度

▼
応
募
資
格

　

平
成
７
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

▼
試
験
日

◇
第
１
次
試
験　

９
月
18
日
（
日
）　

◇
第
２
次
試
験

　

10
月
下
旬
～
11
月
上
旬
（
予
定
）

※
第
１
次
試
験
合
格
者
に
別
途
通
知

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

消
防
局　

総
務
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
35
‐
１
９
５
１

 

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

「
未
来
に
つ
な
ぐ
新
し
い
ご
み
処
理

施
設
提
案
窓
口
」
開
設
に
伴
う
提
案

　

令
和
14
年
度
の
供
用
開
始
を
目
標

と
す
る
新
し
い
ご
み
処
理
施
設
（
可

燃
ご
み
お
よ
び
不
燃
ご
み
処
理
施
設
、

最
終
処
分
場
）
の
整
備
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
計
画
の
推
進
に
向
け
、
施

設
整
備
お
よ
び
管
理
運
営
に
関
す
る

先
進
技
術
や
公
民
連
携
の
提
案
窓
口

を
開
設
し
ま
し
た
の
で
、
事
業
者
な

ど
か
ら
の
提
案
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
内
容

◇
ご
み
処
理
技
術
の
提
案

◇
公
民
連
携
協
力
の
提
案

▼
提
案
者
の
要
件

　

提
案
内
容
の
技
術
、実
施
の
意
思
・

能
力
を
有
す
る
民
間
事
業
者
な
ど

※
個
人
（
個
人
で
事
業
を
営
む
人
を

　

除
く
）
は
対
象
外
と
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法

　

募
集
要
項
に
定
め
る
「
提
案
シ
ー

ト
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

持
参
ま
た
は
郵
送
、
電
子
メ
ー
ル
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間

　

現
在
受
付
中

▼
募
集
要
項
配
布
場
所
な
ど

　

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ご
み
処
理
施
設
整

備
課
窓
口
、
境
港
市
役
所
（
本
庁

舎
１
階
）、
境
港
市
清
掃
セ
ン
タ
ー
、

境
港
商
工
会
議
所

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
８
９
‐
３
４
０
３

　

米
子
市
淀
江
町
西
原
１
１
２
９
‐
１

　

（
米
子
市
淀
江
支
所
内
）

　

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

　

事
務
局　

ご
み
処
理
施
設
整
備
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
21
‐
１
３
６
２　

　
　
　
　
　
　
　
　

56
‐
５
１
１
５
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妊
活
相
談
～
お
子
さ
ん
を

希
望
さ
れ
る
人
の
相
談
日
～

　

こ
れ
か
ら
妊
娠
・
出
産
を
考
え
て

る
人
に
専
門
の
相
談
員
（
不
妊
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
）
に
よ
る
相
談
日
を
設
け

ま
す
。
不
妊
・
不
育
治
療
の
内
容
や

費
用
、
市
が
行
う
補
助
制
度
な
ど
、

妊
活
に
関
す
る
内
容
に
つ
い
て
何
で

も
相
談
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
不
妊
や
不
育
の
相
談
だ
け

で
な
く
、
子
育
て
に
関
す
る
相
談
も

可
能
で
す
。

▼
と　

き　

９
月
14
日
（
水
）

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
ま
わ
り

▼
担
当
者　

　

ミ
オ
・
フ
ァ
テ
ィ
リ
テ
ィ
・
ク
リ

ニ
ッ
ク　

飯
塚
敏
子
さ
ん

（
助
産
師
・
不
妊
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

※
事
前
予
約
制
に
な
っ
て
い
ま
す
の

　

で
、
当
日
受
付
の
場
合
は
お
時
間

　

を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
経
済
面
の
サ
ポ
ー
ト

◇
不
妊
治
療
費
等
助
成

◇
不
育
症
治
療
費
等
助
成

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課　

保
健
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
３

精
神
障
が
い
者
当
事
者
会

　

精
神
科
医
師
に
よ
る
学
習
会
を
行

い
ま
す
。

▼
対　

象　

　

市
内
在
住
で
精
神
疾
患
の
診
断
が

あ
る
人

▼
と　

き　

８
月
26
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
内　

容　

　

学
習
会
（
精
神
科
の
薬
の
効
果
、

副
作
用
に
つ
い
て
等
）

▼
講　

師　

植
田
俊
幸
医
師

　

（
鳥
取
医
療
セ
ン
タ
ー
精
神
科
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課　

保
健
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
３

informationinformation

FAX

Mail

相
談
相
談
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納
税
相
談

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
た
人
へ
の
猶
予
制
度
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た
場
合

に
、
無
担
保
・
延
滞
金
な
し
で
納
税

の
猶
予
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

▼
対
象
者

　

収
入
が
過
去
３
年
の
う
ち
い
ず
れ

か
１
年
の
同
月
と
比
べ
て
20
％
以
上

減
少
し
て
い
て
、
か
つ
一
時
的
に
納

付
で
き
な
い
人
。

▼
申
請
対
象

　

令
和
３
年
度
徴
収
猶
予
許
可
分

　

令
和
４
年
度
課
税
分

▼
申
請
期
限

　

納
期
限
ま
で

【
夜
間
の
納
税
相
談
】

　

仕
事
な
ど
で
、
平
日
の
昼
に
市
税

の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
と
き

は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

　

８
月
31
日
（
水
）

　

９
月
30
日
（
金
）

　

午
後
５
時
15
分
～
８
時

▼
と
こ
ろ　

収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
法

人
市
民
税

※
納
税
通
知
書
等
を
紛
失
し
、
納
め

　

る
金
額
が
わ
か
ら
な
い
と
き
は
あ

　

ら
か
じ
め
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

　

収
税
課　

滞
納
整
理
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
０

経
営
相
談
会

　

経
営
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
個

別
の
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
相
談
内
容

　

創
業
、
販
路
拡
大
、
Ｉ
Ｔ
活
用
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
、
資
金
繰
り

改
善
、
新
商
品
開
発
各
種
デ
ザ
イ
ン

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
）、
補
助
金
活

用
、
税
務
・
会
計
な
ど

▼
相
談
員

　

鳥
取
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

※
当
日
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
１

　

人
の
た
め
、
相
談
内
容
に
応
じ
て
、

　

他
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
引
き

　

継
ぐ
な
ど
チ
ー
ム
体
制
で
対
応
し

　

ま
す
。

▼
と　

き　

８
月
９
日
（
火
）

　

午
後
１
時
～
４
時

※
９
月
以
降
も
毎
月
第
２
火
曜
日
に

　

開
催
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ

　

境
港
商
工
会
議
所　

２
階
相
談
室

▼
相
談
料　

無
料

▼
申
し
込
み
方
法

　

開
催
日
の
２
日
前
ま
で
に
、
電
話

に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
事
前
予
約
制
（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
商
工
会
議
所　

相
談
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
１
１
１
１

よ
な
ご
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談

▼
対　

象

　

お
お
む
ね
15
～
49
歳
の
お
仕
事
を

探
し
て
い
る
人
や
そ
の
家
族
。

▼
と　

き　

　

８
月
12
日
（
金
）・
26
日
（
金
）

　

午
前
11
時
～
午
後
３
時

※
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

※
当
日
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
く
だ

　

さ
い
。

▼
と
こ
ろ　

市
役
所　

第
２
会
議
室

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

よ
な
ご
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

☎
21
‐
５
６
７
８

【
個
人
事
業
主
向
け
】

税
務
相
談
会

　

境
港
青
色
申
告
会
・
境
港
商
工
会

議
所
・
米
子
税
務
署
の
三
者
共
催
で
、

個
別
の
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
相
談
内
容

　

記
帳
、
消
費
税
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
の
内
容
・
登
録
申
請
、
電
子
申
告

（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）、
申
告
決
算
、
青
色

申
告
制
度
な
ど
の
税
務
全
般

▼
相
談
員

　

鳥
取
税
務
署　

記
帳
指
導
推
進
官

　

米
子
税
務
署　

記
帳
指
導
担
当
者

▼
と　

き

　

８
月
17
日
（
水
）　

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
相
談
時
間
は
、
１
時
間
で
す
。

※
10
月
19
日
（
水
）、12
月
21
日
（
水
）

　

に
も
開
催
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ

　

境
港
商
工
会
議
所　

２
階
相
談
室

▼
相
談
料　

無
料

▼
申
し
込
み
方
法

　

開
催
日
の
２
日
前
ま
で
に
、
電
話

に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
事
前
予
約
制
（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
商
工
会
議
所　

相
談
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
１
１
１
１

事
業
承
継　

個
別
相
談
会

▼
と　

き

　

８
月
18
日
（
木
）

　

午
後
１
時
～
４
時（
完
全
予
約
制
）

※
９
月
以
降
も
毎
月
第
３
木
曜
日
に

　

開
催

▼
と
こ
ろ

　

境
港
商
工
会
議
所　

２
階
相
談
室

▼
相
談
員

　

田
原
明
夫
さ
ん

　

（
中
小
企
業
診
断
士
）

▼
申
込
期
限　

開
催
日
の
前
日

※
た
だ
し
、
定
員
（
２
名
）
に
な
り

　

次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
先

　

境
港
商
工
会
議
所　

相
談
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
１
１
１
１

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

水
産
商
工
課　

商
工
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
６

県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

【
生
涯
現
役
お
仕
事
相
談
日
】

　

60
歳
以
上
の
人
の
雇
用
の
場
を
提

供
す
る
「
生
涯
現
役
求
人
」
を
中
心

に
お
仕
事
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き　

毎
週
木
曜
日

▼
と
こ
ろ　

　

県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

【
火
曜
お
仕
事
相
談
会
in
プ
ラ
ン
ト
５
】

　

正
規
雇
用
へ
の
転
職
、
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
、
お
仕
事
の
こ
と

な
ら
何
で
も
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

　

８
月
９
日
（
火
）・
23
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　

（
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日
開
催
）

▼
と
こ
ろ

　

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｔ
５　

境
港
サ
ロ
ン

※
県
立
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
土
曜
日
も

　

オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す

※
『「
働
く
マ
マ
を
応
援
す
る
」
子

　

育
て
応
援
お
仕
事
相
談
』
も
随
時

　

お
受
け
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
３
３
９
５

　

県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
市
役

所
別
館
１
階
に
あ
り
ま
す
。
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
入
っ
て
左
手
が
県
立
境
港

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
す
。

informationinformation

19　令和４年８月



聖心幼稚園 にこにこひろば
　未就園児・在園児親子を対象に下記の催しがあります。

※未就園児対象の「にこちゃんくらぶ」の開催日時や内容

などは幼稚園ホームページに掲載しています。

【園庭開放】

▼と　き　◇平　日　午前１０時～正午

　　　　　◇土曜日　午前９時～正午

▼問い合わせ先　聖心幼稚園　☎４２－２０４０

きらきら・ひまわり情報

【おおきくなったね！】

　８月生まれの誕生会、エプロンシアター、絵本、親子ふ

れあい遊び、身体計測・手形・足形など

▼対　象　乳幼児と保護者

▼と　き　８月２３日（火）

　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼定　員　１３組

▼申込期間　８月１日（月）～１９日（金）

【助産所オープン day】

・ベビーマッサージ　午前１０時３０分～

・個別相談（希望者）午前１１時～

▼対　象　乳幼児と保護者

▼と　き　８月２４日（水）

　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼持ち物　バスタオル

▼定　員　１２組

▼申込期間　８月１日（月）～１９日（金）

【夏のお楽しみ会】

　踊りやコーナーあそびなど、夏のあそびを楽しみましょう。

▼対　象　乳幼児と保護者

▼と　き　８月３０日（火）、３１日（水）

　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼定　員　各日１５組

▼申込期間　８月１日（月）～２４日（水）

【巡回子育てプレイランド】※要事前申し込み

　ひまわりのおもちゃを持って出かけます。

　一緒に遊びましょう。

※併せて、「巡回型子ども服リユース事業」も開催します。

▼と　き　９月９日（金）

　　　　　午前１０時～１１時３０分

▼ところ　上道公民館

▼定　員　１３組

▼申込期間　８月２２日（月）～９月７日（水）

【きらきらタイム】

▼と　き　毎週木曜日　午前１０時４５分～

▼ところ　こども支援センター「きらきら」

【ひまわりタイム】

▼と　き　毎週火曜日　午前１０時３０分～

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼申し込み・問い合わせ先

　こども支援センター　「きらきら」　　☎４５－０１１６

　地域子育て支援センター「ひまわり」☎２１－８１０３

すまいる　育成保育園
　【OPEN DAY】

※事前申し込み不要

　開放日、園内見学、保育園についての質問や子育て

相談に応じます。

▼対　象　未就園児親子、保護者のみ

▼と　き　８月２４日 ( 水 )

　　　　　午前９時３０分～１１時

※来園の際は、新型コロナウイルス感染症対策にご協

　力をお願いします。

▼問い合わせ先　

　育成保育園　☎４４－１９５８

　公式ＬＩＮＥ ＩＤ ＠３６２ｙｇｐｒａ

認定こども園　美哉幼稚園　びさい交流会
【園庭開放】

▼と　き　平日の午前中

※事前の検温と、マスクの着用（大人のみ）をお願いします。

▼問い合わせ先　美哉幼稚園　☎４２－２８３９

子育て
ひろば

　内容についての詳細は、各施設に直接お問い合わせ

ください。

　記事中に特に明記がない場合、会場は問い合わせ先

と同じです。

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点か

ら、掲載しているイベントや行事などが急遽中止や延

期となる場合があります。

　詳しくは、記載の問い合わせ先へご確認ください。

市報さかいみなと　20



お む つ 利 用 券 の ご 案 内
　１歳未満のお子さんを対象に、３カ月ごとにおむつ

利用券（１回の申請につき３０００円分）を交付して

います。今月の対象者は下記のとおりです。

※お子さんの誕生月が令和３年９月、１２月、令和

　４年３月の人は、８月３１日（水）が申請期限です

　ので、ご注意ください。

　また、令和４年１月生まれのお子さんの場合は、

　６カ月児健康診査の時にも申請できます。

▼申請に必要なもの　◇母子手帳

　　　　　　　　　　◇印章（初回の人のみ）

▼申請・問い合わせ先

　子育て支援課　育児支援係　☎４７－１０７７

お子さんの誕生月 参　考

１回目 令和４年３月～５月 出生月の３～５カ月後

２回目
令和３年１２月
～令和４年２月

出生月の６～８カ月後

３回目 令和３年９月～１１月 出生月の９～１１カ月後

☆おはなし広場 絵本やお話を楽しみませんか。

▼問い合わせ先　生涯学習課　生涯学習係　☎４７－１０９１

内　容 と　き ところ

絵本とおはなしの部屋
（おはなしポケットの会）

毎月第１土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館

毎月第３金曜日 10：45 ～ 11：20 地域子育て支援センター「ひまわり」

絵本と紙しばいを楽しむ会
（朗読なぎさ会）

毎月第２土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館

毎月第１金曜日 10：45 ～ 11：20 地域子育て支援センター「ひまわり」

おしゃべりたんぽぽおはなし会
（おしゃべりたんぽぽ）

毎月第３土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館

毎月第４金曜日

10：45 ～ 11：20 地域子育て支援センター「ひまわり」親子で絵本を楽しむ会
（境港親と子どもの劇場）

毎週水曜日

☆乳幼児健康診査・相談の日程
内　容 と　き 対　象 会場・問い合わせ先

６カ月児
健康診査

  8月23日（火）

　12：30 ～ 13：45 の 間 で、
時間差で少人数ずつ行います。
　詳しい時間については、別途
対象者へ郵送でお知らせします。

令和 4 年　1 月生まれの乳児

健康推進課  保健係
　☎ 47 － 1042

※母子健康手帳を
　持参してください
　（妊活相談を除く）

会場
　保健相談センター

  9月27日（火） 令和 4 年　2 月生まれの乳児

１歳６カ月児
健康診査

  8月31日（水） 令和 3 年　1 月生まれの幼児

  9 月  7 日（水） 令和 3 年　2 月生まれの幼児

３歳児
健康診査

  8月10日（水） 和令元年　５月生まれの幼児

  9月22日（木） 和令元年　6 月生まれの幼児

妊産婦・乳幼児
健康相談   8 月  9 日（火）

10 月  4 日（火）

9：30 ～正午
　　　　　の間で予約制で実施 妊産婦・乳幼児と保護者

※事前にお申し込みください離乳食講習会
（５～８カ月児）10：00 ～
（９カ月～１歳６カ月児）11：00 ～
　　　　　　　の予約制で実施

子育て相談

毎日　8：30 ～ 17：15
※こども支援センター「きらきら」は、
　土・日曜日・祝祭日を除く
※地域子育て支援センター「ひまわり」は、
　木曜日を除く

乳幼児と保護者

「きらきら」

　☎ 45 － 0116

「ひまわり」

　☎ 21 － 8103

児童扶養手当の現況届
　ひとり親家庭などで児童扶養手当を受給されている

人は、現況届の提出が必要です。

　受給者には、8 月上旬までに案内を送付します。

　届かない場合は、お問い合わせください。

▼手続きに必要なもの

◇児童扶養手当証書（全部支給停止の人は不要）

◇養育費等に関する申立書

◇印章

※その他、証明書・申立書の提出が必要になる場合が

　あります。

※一部支給停止適用除外事由届出書（緑色の用紙）が

　同封されている人は、現況届とともに手続きをして

　ください。

※郵送などでは受け付けしておりませんので、ご来庁

　ください。

▼提出期限　８月３１日（水）

▼提出・問い合わせ先

　子育て支援課　育児支援係

　☎４７－１０７７
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お忘れなく！
 市県民税（２期）　　　　　　　　国民健康保険税（２期）
 後期高齢者医療保険料（２期）　　介護保険料（２期）
　　　　　　　　　　　　　　　　の納期限は　8 月 3 １日（水）　です
・便利な口座振替をご利用ください
・納期限内に納付がない場合、納期限後２０日以内に督促状を発送します

図 書 館 に 行 こ う ！図 書 館 に 行 こ う ！

　図書館関連 催し物

　今回、利用者カードを右のように新しくしたと

ころ、「かわいい」「新しくなっていいね」など大

好評です（なお、これまでのカードも使えます）。

　また、銀行の通帳のように境港市民図書館で借

りた本の履歴が印字される “ 読書のあしあと ” を

導入したところ、こちらも大人気です。

　この「利用者カード」も「読書のあしあと」も、

どちらのイラストも境港市出身のくすともさん

（元マンガ家・伊藤ゆうさん）が、図書館への思

いを込めて描かれた作品です。

【「境港をもっと好きになる」ための講演やワークショップ】

①怪談師神原リカさんの怪談会　※要予約

▼と　き　８月１０日（水）午後７時～８時

▼ところ　市民図書館

▼定　員　30 人

②根平雄一郎さん（元境港市教育員会教育長）

　講演会「私と七冊の本」※要予約

▼と　き　９月９日（金）

　　　　　午前 10 時 30 分～正午

▼ところ　市民交流センター中会議室

▼定　員　50 人

【西部ろうあ仲間サロン会手話による絵本の読み聞かせ会】

▼と　き　８月６日（土）

　　　　　午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分

▼ところ　市民図書館

「地域で交流し学びあう」をテーマに
　　　市民図書館オープニングイベント

と　き 催事名 ところ 時　間 入場料・参加費

8 月 20 日（土）

9 月　3 日（土）
古典講座「みんなで楽しく『万葉集』を読もう」 上道公民館 14:00 ～ 無　料

【夏休みリサイクル工作教室】　※要予約

▼と　き　８月２０日（土）

　　　　　午後２時～３時３０分

▼ところ　市民交流センター中会議室
▼講　師　上田輝美さん

▼定　員　20 人

【映画上映会】　※要予約

《ニューヨーク公共図書館エクス・リプリス》　

▼と　き　８月２８日（日）午後１時～５時

▼ところ　市民交流センター大会議室

▼定　員　50 人

【働くを幸せにするビジネス支援サービス】

図書館のビジネス支援サービス活用講座

「鳥取県の海の幸に学ぶ」　※要予約

▼と　き　８月２４日（水）午後２時～４時

▼ところ　市民交流センター中会議室

▼講　師　渡邉文雄さん（鳥取大学農学部教授）

▼定　員　40 人

大人気！利用者カード、読書のあしあと

新しくなった利用者カード

市報さかいみなと　22



－境港市の人口－
　　　男　：15,988 人（ー 8）
　　　女　：17,122 人（＋ 46）
　　合　計：33,110 人（＋ 38）
　　世帯数：15,385 世帯（＋ 45）

　※令和 4 年 6 月末現在（）内は前月比

　※数値は外国人住民を含みます
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市 民 憲 章

防災行政無線が聞き取りにくいときは

　　テレフォンサービスをご利用ください！

　☎０１２０－４４５－０４０
　　　　　　　　　　　（フリーダイヤル）

～市の花・市の木～

きく くろまつ

相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人　権　相　談
　８月１２日（金）
　９月　８日（木）

13：00 ～ 16：00
老人福祉センター（浜の里）

（問）鳥取地方法務局米子支局
　☎２２－６１６１

行　政　相　談
　８月　５日（金）
　９月　９日（金）

13：30 ～ 15：30

老人福祉センター（浜の里）
（問）鳥取行政監視
　　行政相談センター
☎０８５７－２４－５５４１

法　律　相　談
（司法書士による）

　８月１０日（水）
　９月１４日（水）

13：30 ～ 15：00
老人福祉センター（浜の里）

（問）社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
　要です（初回優先）

法　律　相　談
（弁護士による）

　８月　５日（金）
　８月１９日（金）
　９月　２日（金）

13：30 ～ 15：30

福　祉　相　談 随時相談受付  8：30 ～ 17：00

法　律　相　談
（相続・遺言、
不動産、多重
債務問題など）

無料面談相談は中止しています。
詳しくはホームページをご覧ください。

　　http://www.tottori-shihoshoshi.jp/
　　 html/consultation.html

（問）鳥取県司法書士会
☎０８５７－２４－７０２４

多重債務・法律
相  談  会

　８月１８日（木） 13：30 ～ 15：00

米子コンベンションセンター
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※申し込みが必要です

相続・遺言相談
　８月　９日（火）
　９月１３日（火）

10：30 ～ 12：30

老人福祉センター ( 浜の里 )
（問）鳥取県行政書士会
☎０８５７－２４－２７４４
※要予約

家庭児童相談 月～金曜日  8：30 ～ 17：15
子育て支援課育児支援係
　☎４７－１０７７

青少年相談 月～金曜日  8：30 ～ 17：00
青少年育成センター
　☎４７－５０１０

こころの相談
カウンセリング

　８月２２日（月） 13：00 ～ 15：00
健康推進課保健係
　☎４７－１０４３
※要予約

Ｄ　Ｖ　相　談

◇鳥取県西部総合事務所　地域福祉課　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日 8：30 ～ 17：15 ※緊急の場合にも対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７
　受付時間：夜間（毎日 17：15 ～ 8：30）、土日祝（8：30 ～ 17：15）

年金ダイヤル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５

（月曜日 8：30 ～ 19：00、 火～金曜日 8：30 ～ 17：15、
  第２土曜日 9：30 ～ 16：00）

予約受付専用電話（来訪相談のご予約）
　☎０５７０－０５－４８９０　（月～金曜日 8：30 ～ 17：15）

（祝日は除く）くら し の 相 談 日くら し の 相 談 日

Web

と　き 催事名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料・参加費

開催中
～ 8 月 31 日（水）

自由研究応援「魚の骨と皮」展
海とくらし
の史料館

9：30 ～
17：00

海とくらしの史料館    
☎ 44 － 2000

大人 410 円
小中高校生 100 円
幼児・70 歳以上無料

開催中
～ 9 月 16 日（金）

「クレヨン画　加藤休ミ　お魚いただ
きます」展

海とくらし
の史料館

9：30 ～
17：00

海とくらしの史料館    
☎ 44 － 2000

大人 410 円
小中高校生 100 円
幼児・70 歳以上無料

8 月 18 日（木）
シンフォニー　アナログ・レコード鑑賞会
柳ジョージ＆レイニーウッド

「グレイテストヒット 20」
文化ホール

14：00 ～
15：40

境港市文化振興財団    
☎ 44 － 1000

無　料

8 月 27 日（土）
サロンコンサート
クラリネット独奏（出演：安部千菜）

文化ホール
14：00 ～
15：00

境港市文化振興財団    
☎ 44 － 1000

無　料
（飲み物などの提
供はありません）

文 化 施 設 催 し 物 ス ケ ジ ュ ー ル文 化 施 設 催 し 物 ス ケ ジ ュ ー ル

23　令和４年８月



LINE始めました！
友だち募集中！
＠sakaiminato.city
LINE の「友達追加」
から ID 検索するか
QR コードをスキャンしてください

FAX

よくある定型的なお問い合わせに、ＡＩ（人工知能）チャットボットがお答えします。

　インターネット上でのお問い合わせに対し、あらかじめ登録した回答を自動的に表示します。

　少しずつ回答できる質問が増えていくよう学習していきますので、こちらもお試しください。

今月の

げんきちゃん
みんな 元気いっぱい

すくすく育ってね☆

市ホームページの
応募フォームから
ご応募ください。

ＱＲコードが読み取れない場合

https://www.city.sakaiminato.lg.jp/

index.php?view=110567
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藤　澪
みお

 ちゃん

（平成３０年７月２３日生）（美保町）

≪お子さんへのメッセージ≫ 

澪の笑顔が大好きっ

金
かなやま

山　奈
な お

央 ちゃん

（令和 3 年 8 月 30 日生）（外江町）

≪お子さんへのメッセージ≫ 

よく食べ、よく寝て、よく笑い、

たくさんの幸せをありがとう！！

　手軽にフルーツが摂れ、栄養価の高いベトナムの家庭

料理で、パイナップルの甘酸っぱさ、トマトの酸味、新

鮮なイカの甘味が重なり、おいしい料理です。

【作り方】

①イカを塩で水洗いし、胴は幅１cm のリング、足は半

分くらいにカットする。

②イカを下茹でし、水分を取った後、コンソメとヌック

マム、みじん切りにしたショウガで下味をつけ、１５分

くらい置いておく。

③パイナップルは皮を剥いて芯を取り、いちょう切り

にする。セロリは葉と茎に分け、葉は５cm、茎は幅１

cm くらいに切る。

④トマトはくし形切り、にんにくはみじん切りにする。

⑤大きめのフライパンに炒め油とにんにくを入れ、香り

が立つまで中火で炒めた後、下味を付けたイカを加え、

強火で２分程炒めて取り出す。

⑥⑤のフライパンでパイナップル、トマト、セロリの茎

を炒め、コンソメ、ヌックマムで味を付ける。

⑦さらに２分程度炒め、パイナップルとトマトが柔らか

くなったら、イカとセロリの葉を加え、こしょうで味を

整え、軽く炒める。

水産商工課☎ 47 － 1055  FAX 44 － 7957

  54お さ か な レ シ ピお さ か な レ シ ピ

□材料（４人分）
◇イカ　　　４００g

◇トマト　　１個（大）

◇パイナップル　半玉

◇にんにく　　　３片

◇しょうが　　　１片

◇セロリ　　　　１束

◇こしょう　　　少々

◇塩　　　　　　少々

◇コンソメ・ヌックマム

 大さじ１（味付け用）

 小さじ１（下味付け用）

◇炒め油　　大さじ１

ベトナムのイカとパイナップルの炒めもの
「ムック・サオ・ズア」　（Muc xao dua）

市役所へのお問い合わせは…
　市役所のどこへ問い合わせたらよいかわからない場合、

お気軽に右記の連絡先にご連絡ください。

　ご用件をお伺いし、担当部署へおつなぎします。

代表電話番号
　☎０８５９－４４－２１１１
代表ファクシミリ番号
　　０８５９－４４－３００１


